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５ ある商品を，Ａ，Ｂ，Ｃという 3 つの店で売っています。

Ａでは 1 個 450 円で売っています。

Ｂでは，10 個までは 1 個 480 円，10 個を超えた分は 1 個 450 円，20 個を超えた分は
こ

1 個 420 円，30 円を超えた分は 1 個 400 円で売っています。

例えばＢでこの商品を 32 個買ったときの代金は

480 × 10 ＋ 450 × 10 ＋ 400 × 2 ＝ 14300 円 です。

Ｃでは通信販売をしていて 1 個の代金は 410 円ですが，買った個数によって送料は異
はん

なり，10 個までは 500 円，11 個から 20 個までは 700 円，21 個から 30 個までは 900 円，

31 個から 40 個までは 1100 円･･･のように 10 個ごとに送料が 200 円ずつ高くなります。

例えばＣでこの商品を 32 個買ったときの代金は

420 × 32 ＋ 1100 ＝ 14220 円 です。

この商品を 1 つの店のみで買うとき，次の にあてはまる数を求めなさい。

(1) この商品を買う個数が 20 個以下のとき，Ｂ，Ｃで買うよりもＡで買った方が代

金が安くなるのは 個以下買うときです。

(2) この商品をＡ，Ｃで買うよりもＢで買った方が安くなるのは 個以上買うと

きです。

(3) この商品をＡ，Ｂで買うよりもＣで買った方が代金が安くなるのは 18 個以上

個以下と 個以上 39 個以下買うときです。① ②
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(1) 20 個以下なら，Ｂで買うよりＡで買った方が明らかに安い。

ＡとＣで比較すると･･

1 個買うと･･Ａでは 450 円，Ｃでは 410 ＋ 500 ＝ 910 円となり，

Ａの方がＣより 910 － 450 ＝ 460 円安い。

10 個買うと･･Ａでは 450 × 10 ＝ 4500 円，Ｃでは 410 × 10 ＋ 500 ＝ 4600 円と

なり，差は 4600 － 4500 ＝ 100 円に縮まるが，まだＡの方が安い。

11 個買うと･･Ａでは 450 × 11 ＝ 4950 円で，

Ｃでは 410 × 11 ＋ 700 ＝ 4510 ＋ 700 ＝ 5210 円で，

Ａの方が 5210 － 4950 ＝ 260 円安い。

この差はこのあと，1 個買うごとに 450 － 410 ＝ 40 円縮まるので，

260 ÷ 40 ＝ 6.5 より，6 個までは，Ａの方が安い。

よって，Ａで買った方がＢ，Ｃで買うより安くなるのは

11 ＋ 6 ＝ 17 個 以下買うときです。

(2) 21 個買うとき･･Ａでは 450 × 21 ＝ 9450 円，

Ｂでは 480 × 10 ＋ 450 × 10 ＋ 420 ＝ 4800 ＋ 4500 ＋ 420 ＝ 9720 円，

Ｃでは 410 × 21 ＋ 900 ＝ 8610 ＋ 900 ＝ 9510 円。

31 個買うとき･･Ａでは 450 × 31 ＝ 13950 円，

Ｂでは 480 × 10 ＋ 450 × 10 ＋ 420 × 10 ＋ 400
＝ 4800 ＋ 4500 ＋ 4200 ＋ 400 ＝ 13900 円，

Ｃでは 410 × 31 ＋ 1100 ＝ 12710 ＋ 1100 ＝ 13810 円。

このあと，Ｂの方がＡより明からに安くなるので，ＢとＣを比べると，

31 個での差は 13900 － 13810 ＝ 90 円で，

このあと 40 個までは差は 410 － 400 ＝ 10 円ずつ縮まる。

よって，90 ÷ 10 ＝ 9 より，31 ＋ 9 ＝ 40 個買うときＢとＣの金額は等しくな

る。また，

41 個買うとき･･Ｂは 480 × 10 ＋ 450 × 10 ＋ 420 × 10 ＋ 400 × 11
＝ 4800 ＋ 4500 ＋ 4200 ＋ 4400 ＝ 17900 円，

Ｃは 410 × 41 ＋ 1300 ＝ 16810 ＋ 1300 ＝ 18110 円となり，

Ｂの金額はＣの金額より安くなる。

このあとは，Ｂでは 1 個 400 円，Ｃでは 1 個 400 円なので，

Ｂの方が安くなる。

以上の結果から，Ａ，Ｃで買うよりＢで買った方が代金が安くなるのは

41 個以上 買うときです。

(3) Ｃでの金額が一番安くなるのは(1)で 20 個のときもＣでの金額の方がＡでの金額

より安く(2)より，21 個で逆転するので，，18 個以上 20 個以下･･①とき。

また，(2)で，21 個買うとき，Ｃでの金額はＢでの金額より安くなる。

ＣとＡを比べると，21 個買うとき，Ａでの金額の方がＣでの金額より

9510 － 9450 ＝ 60 円安いが，このあと 30 個まで，1 個買うごとに差は

450 － 410 ＝ 40 円縮まるので，60 ÷ 40 ＝ 1.5 より，21 ＋ 2 ＝ 23 個買うと

逆転してＣの方が安くなる。また，40 個買うとＢとＣの金額が等しくなるの

で，23 個以上･･② 39 個以下買うときＣでの金額が一番安くなります。
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